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昭和 35 年時、会員 9,000 余名であった。しか

し、財政的には大変であったようで、会費値上

げの案が出されたが、見送りになったようであ

る。会報は、10,000 部印刷されていたようで、

そろそろ旧来の「雑誌型」にとの考えがあった。

しかし、財政難であることから先送りになった

ようである。また、当時、支部に会費の 2 割を

還元していたようだが、半減したらどうかとい

う案も出ていたようである。 
 

母校学部長の酒井博士が、天皇陛下が葉山の海で採取

されたカニの珍種約 80 種の標本の外、自身の採取した

新種カニの写生標本やカラー写真を持ってアメリカに

旅立たれたことが報告されている。 
また、篠田氏（大正 9 年卒）が欧米視察に出発された

ことも報告されている。当時、海外に出ることは大変で

あったようで、友松会関係の方々が海外欧米に出た報告

は貴重な記事になっている。 
 
＜母校の現状＞をみると、昭和３５年卒業生の就職状

況は、75% が教職に就いている。また、学芸学部在校

生は、1,208 名で、男 619 名、女 589 名となっている。 
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